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編集後記 
 
ギリシア・ローマ神話学研究会が発足してから、会の機関誌として『神話学研究』を創刊するとい

うことは決まっていながらも、刊行にまで至らない状態が長らく続いていた。この度、編集子の呼び

かけに応じて、多くの論文の投稿が寄せられたことに喜びを感じる次第である。掲載論文はいずれも

査読委員による厳正な審査を経ており、本誌の今後の方向性を示す上で十分な質を有するものである

と言える。 

本会が事務局を置く研究室は、文芸学すなわち「芸術としての文学」の本質や構造を解明しようと

する学問の研究室である。文芸学の方法としては様々なものがあるが、本研究室では特に西洋古典学

および神話学を、文芸学の重要な方法の一つとして位置付けてきた。本誌『神話学研究』が、文芸学

にとっても大いに寄与するものであることを編集子は願っている。 

 本会の代表であり、文芸学研究室で長年に渡り研究・教育に携わってこられた内田次信先生は、2017

年 3 月をもって大阪大学を定年退職された。先生のご退職を記念する形で本誌を発刊できないかと編

集子は当初考えていたが、先生が固辞されたので、そのことをこちらに書き留めておくだけにしたい。 

 『神話学研究』は毎年刊行していくことを予定している。本誌を手に取られた方はぜひ、ギリシア・

ローマ神話学研究会での研究発表と論文投稿をご検討していただければ幸いである。 

（西井 奨） 
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